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（仮称）伊勢崎市環境まちづくり基本条例（案）に関するパブリックコメント手続を令和

８年６月１５日から令和８年７月１４日まで実施し、４名の方から４件のご意見・ご提案を

いただきました。 

お寄せいただいたご意見等について、市の考え方を次のとおり公表します。 

 

  寄せられたご意見等の要旨とそれに対する市の考え方について次のとおり公表いたします。 

 

番号 意見等の要旨 意見等に対する市の考え方 

１ 農地、農業用水路、ため池、里山、鎮守の森

などの農業・農村環境や地域固有の環境資源に

ついて、その重要性が分かるよう環境まちづく

りの中に明確に位置付けるとともに、その保全

や維持管理を支える人材や地域コミュニティ

の持続性、多様な主体の連携と協力について

も、重要な視点として反映してほしい。 

地域固有の環境資源の重要性につきまして

は、「環境まちづくり」の定義への位置づけに

ついて検討いたします。 

また、保全や維持管理を支える人材や地域コ

ミュニティの持続性、多様な主体の連携と協力

につきましては、条例案の「自発的な取組の推

進」などの中で反映することを検討いたしま

す。 

２ 条例案が掲げる「環境・社会・経済の同時向

上による持続可能なまちづくり」の考え方に共

感する。 

環境課題の解決は行政だけでなく、市民・事

業者がそれぞれの強みを活かして取り組むこ

とが重要であり、特に民間施設を地域の交流拠

点として活用し、資源循環、環境教育、地域コ

ミュニティ形成を一体的に推進することで、市

民一人ひとりが自然と環境行動に参加できる

仕組みづくりが期待される。 

 いただいたご意見は、条例案の「環境教育の

推進」、「自発的な取組の推進」等の具体的な取

組に生かしていくことを検討いたします。 

３ 第 2章 第 3節 環境まちづくりのための施策

等について、小売業においては廃棄による食品

ロスの削減に努めている一方で、店頭などに設

置するお客様用のゴミ箱については、お客様へ

 民間施設利用者のごみのマナーにつきまし

ては、あらゆる環境問題を自分事として捉える

ことが重要であり、基本理念の１つである「い

せさきＧＸ」の概念に含まれていると考えま



 
強くお願いをすることは商習慣として難易度

が高い。また、高速道路のパーキングエリアな

どでも、マナーが守られずにゴミ箱が撤去され

る例も聞いている。 

廃棄物に関するルールが厳しくなると、小売

店の店頭やパーキングエリア等に設置された

ゴミ箱の利用マナーが乱れ、ゴミ箱が撤去され

て市民が利用しにくくなってしまうことも想

定される。公共施設や、それに準する一般市民

が利用できる施設のゴミ箱利用についても、マ

ナーが守られるような一文を記載いただくこ

とで環境施策と市民の利便性を両立できるの

ではないかと思う。 

す。 

 いただいたご意見は、基本理念に基づき、条

例案の「環境教育の推進」などに基づく取組と

して、ごみの持ち帰りの推進など具体的な取組

として検討いたします。 

４ 理念自体は良いと思う。 

現在の条例がそぐわなくなっているのであれ

ば、新たに定めるのは良い。 

ただ、具体策が条例にはないので、今後実行し

ていくことが大事。 

 本条例案は、理念条例となっております。条

例制定後は、条例の理念に基づき取組を進めて

いきます。 

 


